





































出発しておりません。 （手紙を出した）その日に、あなたのお手紙を受け取り、喜んでおります。先の書に詳しく述べましたので。以上、 ご連絡まで」という内容のものである。ここに見える「郗司馬」とは郗曇（三二〇〜三六一）のことで、羲之の妻の弟 当た 。曇の娘 羲之の子の王献之の妻となった。　











































































































































を見せた。すると義之は老婆にこう話した、 「ただ言え、 れは王右軍の書だと れで百銭で売れるだろう」 。老婆が言われ 通りにすると、みんな競ってその扇を買った」というものである。　
これら『晋書』本伝に記載されてい 逸話を見れば、羲之 書は





















　「あちらは土地が広く、物資の流通も頻繁で、利益はここの十倍もあります。ここが落ち着き場所ではないかと思います。そのため南の方へ移ろうとする気持 があります。あなたはどう思われますか。こっそりお話ししているのですから、決して口外なさらないように。あなたと二人だけで相談したいと思うからです。ご覧になったら、燃やして下さい」という内容の書翰であるが、一家の長としての王羲之は、王家を支えるための経済についても心を配っていたようである。　さて、 この書翰で注目されるのは、 「省已はれば、 以て火に付せよ」






























































































































 有七子、知名者五人。玄之早卒。次凝之、亦工草隷、仕歴江州刺史、左将軍、会稽内史 王氏世事張氏五斗米道、凝之彌篤。孫恩之攻会稽、僚佐請為之備。凝之不従、方入靖室請祷、出語諸将佐曰、 「吾已請大道、許鬼兵相助。賊自破矣。 」既不設備遂為孫恩所害。
　































之。好道之徒、 欲相見者、 登樓与語、 以此為楽。

































































































































































　　「私には七人の男の子と一人の女の子がおります。みな同じ腹から生まれたものです。結婚はほぼおわったのですが、ただ末の一人だけが、 だ結婚していません。この子の結婚がすめば あちらに行くこと できるでしょう。今、内孫外孫が十六人おり、今を楽しませて れます。あなたのお心づくしに感謝しつつ、お便 しました」というように、羲之にとって可愛い孫たちは今この時を楽しませてくれるかけがえのない存在であった　「足慰目前」 （目前を慰むるに足る）という は、羲之 考え方の一端を示す言葉で、次の書翰にも見 ことができる。　　
 十月七日、羲之報。前過足下、所得其書、想殊有労弊。然叔兄子孫有数人、足慰目前情。……













　「十月七日、 羲之報ず。以前、 あなたの所に立ち寄って受け取った、先方からの手紙によれば、ことに苦労が多いように思われます。しかし叔兄には子や孫が数人あり、目前の情を慰めるのには十分でしょう。……」 。　次の書翰にも「娯目前」 （目前を娯しむ）と見えている。
　　































































































































































































































































































「孫の夭折」という観点から、その人間像を考察した。書翰は羲之みずからが書いたものであるから 当然のことながら、そ に書かれたことは羲之の心の思い ったに違いな 。しかし、 「書は言を尽くさず、言は意を尽くさず」 （ 『易経』 ）というように言葉で表現された、その中にある真意を読み取ることは相当に難 。多く残された羲之の書翰を相互に関連付けて考え合わせることて、少しでも羲之の心の思い 迫ることが可能となる。　
また、 王羲之を研究するためには、 『晋書』 『三国志』およびそ 注、
『世説新語』およびその注、 『真誥』などの資料があるが、こうした資料と羲之みずからの手になる との関連付け 丁寧にすることによって、より詳しく王羲之の人間像が浮き彫りにされるはずである。今後、更に真の王羲之像に迫るべく考察を重ねた 。
書翰から見る王羲之像（佐藤・劉） 14
【注】①
 本稿で取り上げる書翰については、 唐・張彦遠輯『右軍書記』 （津逮秘書本『法書要録』所収） 、清・乾隆三十四年勅 淳化閣帖（広雅書局刊 『武英殿聚珍版』 所収） 、 宋・許開撰 『二王帖評釈』 （ 『横山草堂叢書』所収） 、明・張溥輯『王右軍集』 （ 『漢魏六朝一百三家集』所収）を用いた。
②
 書翰がいつ頃書かれたものであるのかについては、その内容によって推測することが可能である。詳しくは佐藤利行「王羲之書翰繋年考証」 （ 『国文学論集』安田女子大学、 第一四巻、 一九八六 ）を参照。
③































































The Human Figure of Wang Xizhi in His Epistles
Toshiyuki SATO and Liu JINPENG
　　 Wang Xizhi’s epistles are considered to be personal documents that record his life, as well as 
an individual history of the aristocracy during the unquiet times of the Jin Dynasty. In addition, the 
epistles are valuable records describing the society of the time in a frank manner. Many facts can 
be learned from the epistles that have never been mentioned in historical books such as Jin Shu and 
Shi Shuo Xin Yu. In this paper, the authors utilize Wang Xizhi’s epistles to explore the situation of 
his life during his hermit period.
